
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年４月２１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

学 長 挨 拶 

発 表 事 項 

１．労働基準監督署からの是正勧告等に対する対応について 

２．Ｊ１リーグ「モンテディオ山形 ＶＳ 鹿島アントラーズ戦」における 

山形大学イメージソングの演奏について 

３．山形大学専用シャトルバスの運行継続について 

４．山形大学と国立極地研究所の月山における氷雪藻類共同研究 

および次期南極観測隊の雪上観測訓練について 

５．Google Apps Education Edition の導入について 

６．高機能外国語講義システムの導入について 

お 知 ら せ 

１．新入生保護者交流会の開催について 

２．新庄信用金庫との連携協力協定の締結について 

３．工学部「荒川サテライト」の開設について 

４．希少野生動物の剥製標本について 

５．サイエンス・カフェ in やまがたの開催について 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：５月１９日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）
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平成21年 4月21日 
山 形 大 学 

労働基準監督署からの是正勧告等に対する対応について 

平成２０年１１月２０日及び平成２１年１月１４日に，本学医学部及び同附属病 

院に対し，山形労働基準監督署の立入調査を受け，平成２１年２月４日に，本学医 

学部における労働時間管理等について，是正勧告及び指導を受けました。 

是正勧告の内容は，労働基準法第３２条違反（時間外労働に関する協定の限度時 

間〔１日４時間〕を超えて労働させていること）及び同法第３７条違反（時間外労 

働に対する割増賃金の不払いがあること）の２点であり，指導の内容は，リスクア 

セスメントの導入と労働時間管理の適正化を行い，時間外労働の割増賃金の不払い 

分については，平成２０年４月１日に遡って，時間外労働の実態調査を行い，平成 

２１年３月末までに報告することというものでありました。 

本学においては，山形労働基準監督署の指導に従い，平成２０年４月１日に遡っ 

て，医学部だけではなく，本学の事務系職員全員に対し，時間外労働に対する割増 

賃金の不払い分の存否及び不払い額について，個別的に実態調査を行い，１９３人 

につき，総計３２，２０７，５３３円の不払いがあったことを確認し，不払い賃金 

については，この４月の給与の支給と併せて支払いました。そのことを，昨日，山 

形労働基準監督署に報告し，了承されました。 

なお，本学としては，このたびの医学部への是正勧告及び指導を真摯に受け止め， 

労働時間の管理方法を徹底するとともに，全学的な労働時間の適正化及び時間外労 

働の縮減等に務めるほか，今回の事態を招いた一因が，法人化前の公務員時代の意 

識からの脱却していなかったことにあることに鑑み，職員の労働時間に対する意識 

改革を図って行きたいと考えています。 

（お問い合わせ） 

総務部労務ユニット 

電 話：023（628）4022



プレス発表資料 

平成 21 年 4 月 21 日 
山 形 大 学 

Ｊ１リーグ「モンテディオ山形 ＶＳ 鹿島アントラーズ戦」における 

山形大学イメージソングの演奏について 

この度，Ｊ１リーグ「モンテディオ山形ＶＳ鹿島アントラーズ戦」において，山形大学の 

イメージソング「夢のカケラ」が演奏されることとなりました。 

１．イメージソング「夢のカケラ」の演奏について 

４月２５日（土）天童市のＮＤソフトスタジアム山形で開催される，Ｊ１リーグ第７節「モ 

ンテディオ山形ＶＳ鹿島アントラーズ戦」で，本学学生およびＯＢで構成されるポップスバ 

ンド「コンソメ」が山形大学イメージソング「夢のカケラ」を演奏します。 

【Ｊリーグ第７節 モンテディオ山形 ＶＳ 鹿島アントラーズ】 

日 時 ： 平成２１年４月２５日（土） １４：００ キックオフ 

場 所 ： ＮＤソフトスタジアム山形 

２．山形大学イメージソング「夢のカケラ」について 

山形大学イメージソング「夢のカケラ」は，学生の力により，山形大学を元気にすること 

を目的とした「山形大学・元気プロジェクト」の平成２０年度のプロジェクトから生まれまし 

た。 

この曲は，作詞・作曲からすべて本学学生の手で制作されたもので，実際の歌唱も学生自 

身により行われており，大学のイメージソングとしても他に類を見ないものとなっています 

未来への希望や学ぶ喜び，知の探求心に満ちあふれた大学生の心情，また「自然と人間の 

共生」を掲げる緑豊かな山形大学のイメージを歌詞に盛り込むことで，山形大学らしさ，山 

大生らしさを表現しています。（歌詞は別紙参考資料１のとおりとなります） 

（お問い合わせ） 

小白川事務部 学生支援ユニット 

学生企画担当（佐藤，小松） 

電話：０２３（６２８）４１３３



参考資料１ 

夢のカケラ 

作詞 kazutaka 作曲 kazutaka りょーすけ 

光を掴むように背伸びするように朝日を浴びて若葉がもえる 

雨に濡れながら冷たく凍えながらも晴れる日をじっと待っている 

ねぇ・・・僕らの上に浮かぶあの雲をさぁ、きっとこの両手で動かすことが出来るよね？ 

昨日みた夢のカケラを明日の僕らもこの胸のポケットにしまっている 

移り行く時代のスピードに戸惑わないで ほら雲の隙間から光が射してきたよ 

机に置いてある 小さな青い地球儀は僕らを動かしている未来のヒカリ 

探し続けている 歩き描いた景色は間違いのないただひとつのキセキ 

ねぇ・・・僕らに流れるこの知からのエナジー きっと夢のカケラを解き明かすことが出来るよね？ 

昨日みた夢のカケラを明日の僕らもこの胸のポケットにしまっている 

移り行く時代のスピードに戸惑わないで ほら雲の隙間から光が射してきたよ 

緑の風吹くキャンパスに優しい鼓動が聞こえてくる・・・ 

昨日みた夢のカケラを明日の僕らもこの胸のポケットにしまっている 

口ずさめば笑顔に変えるメロディー ほら新しい種が今また芽生え始めている
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山形大学専用シャトルバスを継続します。 

平成 ２ １ 年 ５ 月 １ 日 （ 金 ）以 降 も 山 形 大 学 専用 シ ャ ト ル バ ス を 継 続 し て 

運 行 す る こと と い た し ま し た 。 

１．目的 

平 成 ２ ０ 年１ １ 月 ４ 日（ 火 ）から 試 行 的 に 運 行し て き た 山 形 大 学 専 用 

シ ャ ト ル バス の 利 用 状 況 を 踏 ま え，何 よ り も 学生 を 大 切 に す る 大 学 と し 

て ，学 生の 通 学 の 利 便 性 を 図 り，通 学 途 中 の 事故 を 防 止 す る た め ，本学 

専 用 の シ ャト ル バ ス を 継 続 し て 運 行 し ま す 。 

ま た ，この こ と に よ る 大 学 構 内 の自 転 車 の 減 少，延 い て は キ ャ ン パ ス 

内 の 安 全 を確 保 し ， 環 境 の 向 上 に 努 め ま す 。 

２．概要 

○ 運行経路，停留所等（別添１） 

①平清水～小白川キャンパス（１日８便を運行） 

②小白川キャンパス～十日町角～ＪＲ山形駅（１日１９便を運行） 

○ 運行時刻（別添２） 

７：４５～１９：３０ 

○ 運行日（別添３） 

平成２１年５月１日（金）～平成２２年３月３１日（水） 

（ ただ し ， 土 曜 日 ， 日 曜 日 ， 祝 日 ， 夏 季休 業 日 及 び 年 末 年 始 休 業 日 

を 除 く 計 ２１ ９ 日 ） 

○ その他 

利用料は100円。利 用 者 は 本 学 関 係 者（ 学 生 及 び 職 員等 ）と し ，乗 車 時 

に バ ス 利 用券 を 乗 務 員 に 提 示 す る 。 

（お問い合わせ） 

小白川事務部企画調整役（総合調整） 荒木 

電話：０２３（６２８）４１１３





山形大学専用１００円バス運行ダイヤ【平成２１年５月１日～】 

１　山形駅前～小白川キャンパス間スクールバス運行時間表 

便 小白川 山形駅前 便 山形駅前 小白川 

（発） （着） （発） (着） 

2 8:10 8:20 

3 （8：20） （8：30） 4 8:35 8:45 

6 （9：35） （9：45） 7 10:15 10:25 

8 10:35 10:45 

10 12:35 12:45 11 12:45 12:55 

12 12:55 13:05 13 14:25 14:35 

16 15:15 15:25 17 16:05 16:15 

18-① 16:15 16:25 

20 17:20 17:30 21 17:45 17:55 

22 17:55 18:05 23 18:15 18:25 

24 18:25 18:35 25 19:00 19:10 
*３・６は回送ですが、利用者がいる場合に限り乗車可とします。 

２　平清水～小白川キャンパス間スクールバス運行時間表 

便 平清水 小白川 便 小白川 平清水 

（発） （着） （発） (着） 

✱１ 7:45 8:00 

5 9:15 9:35 

9 12:15 12:35 14 14:35 14:55 

15 14:55 15:15 18-② 16:15※ 16:45 

19 16:55 17:15 26 19:10 19:30 
*１便に限り、南高前バス停で停車します。小白川キャンパスには行きません。 ※印は山形駅経由 

◎　交通状況により時間が多少前後する場合がありますので、余裕を持ってご利用ください。 

【ルート】小白川→諏訪町→十日町角→山交ビル前→山形駅 【ルート】山形駅→センタービル前→十日町角→諏訪町→小白川 

【ルート】小白川→ガトーフレーズ前→山形警察署前→平清水 【ルート】平清水→山形警察署前→ガトーフレーズ前→小白川



別添３ 

運行予定日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 
11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24 
25 26 27 28 29 30 31 

計１８日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 
8 9 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 

計２２日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 
13 14 15 16 17 18 19 
20 21 22 23 24 25 26 
27 28 29 30 31 

計２２日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 

3 4 5 6 7 8 9 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 
31 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
14 15 16 17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31 

計２１日 

平成２１年　９月 

平成２１年１０月 

平成２１年　５月 

山形大学スクールバス運行予定表 

平成２１年　６月 

平成２１年　７月 

平成２１年　８月



月 火 水 木 金 土 日 
1 

2 3 4 5 6 7 8 
9 10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 
23 24 25 26 27 28 29 
30 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
14 15 16 17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30 31 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 
11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24 
25 26 27 28 29 30 31 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 
8 9 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 

計１９日 

月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 
8 9 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 31 

計２２日 

期間中総運行日数　２１９日 

平成２２年　３月 

平成２１年１１月 

平成２１年１２月 

平成２２年　１月 

平成２２年　２月
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山形大学－国立極地研究所：月山における氷雪藻類の共同研究 
次期南極観測隊員の雪上・水上観測訓練 

山 形 大 学 理 学 部 生 物 学 科 と 国 立 極 地 研 究 所 は 氷 や 雪 上 と い っ た 寒 冷 環 境 に 生 育 す 

る 藻 類 （ 氷 雪 藻 類 ） の 光 合 成 と 適 応 に 関 す る 共 同 研 究 を 進 め て い ま す 。 今 回 は そ 

の 一 環 と し て 、 月 山 （ 県 立 自 然 博 物 園 、 月 山 湖 ） に お い て 、 藻 類 が ど の よ う な 生 

活 を し て い る か 、 南 極 に 持 ち 込 む 測 定 機 器 で 調 査 解 析 し ま す 。 同 時 に 観 測 隊 員 の 

訓 練 を 兼 ね て 実 施 し ま す 。 

１．これまでの経緯 

山形大学では月山姥ヶ岳の雪上から分離した２種類の雪上藻類の培養株を用い、極地研究所 

の協力のもと、それらの光合成量と温度および光量の関係と光合成色素組成の変化を室内実験 

で追究してきました。その結果を昨年11月ニュージーランドで開催された第５回アジア太平洋 

藻類学フォーラムで発表したところ、学会長賞（最優秀ポスター）を受賞しました。その後、 

この研究は両研究機関に東京大学、慶應大学先端研、兵庫県立大学が加わり、発展し、現在に 

至っています。今回は山形大学５名、極地研究所５名、東京大学２名、慶応大学１名が参加し 

ます。 

２．共同研究の概要 

自然博物園の協力を得て、同園内と月山湖をフィールドとし、雪上現場における藻類集団の 

光合成活性と光合成色素組成の変化を、温度と光量との関係を解析します。この共同研究作業 

では、次期越冬隊隊長を務める工藤栄氏が極地研スタッフの訓練と他機関のスタッフ、学生、 

院生の指導を行います。この指導を通じて修得した技術は、各自の雪上藻類に関する研究課題 

に極めて重要な意味を持ちます。具体的活動は博物園に寝具を持ち込み、24時間体制の現地観 

測を行います。なお、極地研スタッフはその間、月山湖において、水上（ゴムボート上）での 

観測技術訓練も行います。南極では池湖、海洋の水圏に寒冷適応した藻類群集も調査対象とな 

るためです。 

３．その他 

この機会に工藤氏による一般市民向けの公開講座「南極ってどんなところ」（山形大学主催） 

を豊富なビデオ資料に基づいて実施します。５月２４日（日）午後１時より３時まで、理学部 

１号館１階ＳＣＩＴＡラボ、入場無料で行います。 

（お問い合わせ）理学部生物学科 

原 慶明 

電話：０２３（６２８）４６１０
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Google Apps Education Edition（ｸﾞｰｸﾞﾙｱｯﾌﾟｽ ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝｴﾃﾞｨｼｮﾝ） 

の導入について 

学術情報基盤センターでは，最新のネットワークサービスを提供し，学生の教育支援環境 

を充実させるために， Google社が教育機関向けに無料で提供しているWebアプリケーションサ 

ービスGoogle Apps Education Edition（以下「Google Apps」という。）を導入し，今年の 

４月から学生に対してサービス提供を開始しました。 

１． Google Appsの概要 

Google Appsのサービスには， 

①Googleが提供するホームページを自由にカスタマイズできるiGoogle 

②Webブラウザでメールの送受信ができるGmail 

③Webブラウザ上でワードプロセッサや表計算ソフトを使用できるGoogleドキュメント 

④Webブラウザ上でスケジュールを管理できるGoogleカレンダー 

⑤経路検索や乗り換え案内情報を提供するGoogleトランジット 

があります。 

２．山形大学のGoogle Appsの特長 

山形大学の認証システムとGoogle Appsで連携が取られており，学内システムでパスワード 

を変更すると自動的にGoogle側のパスワードが変更され，学生のアカウント情報が一元的に 

管理されています。 

３． Google Appsの導入効果 

Google Appsを導入したことにより，メールサービスの機能向上，メール環境のセキュリティ 

強化など豊富で先進的なGoogleサービスを山形大学のサービスとして提供できるようになり， 

管理コストの削減を実現しました。 

※ Webブラウザとは，Webページを閲覧するためのアプリケーションソフトで代表的なものに 

Microsoft社のInternet ExplorerやMozilla Foundation社Firefoxなどがあります。 

（お問い合わせ） 

小白川事務部 学術情報基盤センターユニット 

電 話：023（628）4209 

メール：jh@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
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高機能外国語講義システムの導入について 

学術情報基盤センターでは，外国語教育センターと協同で外国語授業方法の改善及び多様 

な外国語学習環境を提供するために，最先端のフルデジタルCALL（コール）システムである 

高機能外国語講義システムを導入しました。 

１．高機能外国語講義システムの特長 

①様々な機能がワンタッチ操作ボタンにより， 切替時間が短く， テンポが良い授業進行。 

②「Text To Speech（音声読み上げ）」機能により，オリジナルの音声教材を簡単に作成。 

③授業者パソコンで学生一人一人の学習状況が確認でき，速度に応じた授業進行。 

④USB カメラにより，学生の表情を見ながらコミュニケーション学習が可能。 

⑤「話速変換」機能を搭載したオーディオユニットにより，語学教材が聞きやすく，ゆ 

っくりした音声で再生可能。 

２．高機能外国語講義システムの導入効果 

今回のシステムは，授業者パソコン・受講生パソコンのコミュニケーションを実現し， 

全システムを学術情報基盤センターのシステムに統合することで，機能性が向上し，操作 

しやすくなり，多彩な教材を自在に組み合わせた新しい教育環境を実現し，外国語教育の 

一層の充実を図りました。 

※CALL(コール)とは，Computer-Assisted Language Learningの略で，コンピュータを使用 

した外国語学習を指しています。 

（お問い合わせ） 

小白川事務部 学術情報基盤センターユニット 

電 話：023（628）4209 

メール：jh@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



オンライン外国語学習 
専用サーバ 

オンライン外国語学習 
専用サーバ 

学内LAN 学内LAN 
CALL教室 CALL教室 

自習室 自習室 
研究室 研究室 

自宅学習 自宅学習 

自宅学習 自宅学習 

携帯電話 携帯電話 

高機能外国語講義システム 

・教室に代わってインターネットを通じて，語学の学習プログラムを配信できる 
e-ラーニングシステム 

・自宅等にて教員と学生，学生同士がコミュニティを形成できるIT学習コミュニティ 
システム 

・学生と教員とのリアルタイムで双方向的なコミュニケーションの他，レポート提出 
や，小テスト，アンケート等をサイバーキャンパス上での実現 

パソコン教室 パソコン教室 

学外LAN 学外LAN



プレス通知資料 （概 要） 

平成２１年４月２１日 
山 形 大 学 

１．新入生保護者交流会の開催について 

（概要）この交流会は、保護者相互、教職員と保護者の親睦・交流を深めるとともに、本学の 

教育研究等についてご理解いただき、より大学を身近に感じていただくことを目的とし 

て開催する、全国でも稀な取り組みです。 

日 時：平成２１年５月３１日（日）１１：００～１３：３０ 

会 場：パレスグランデール（山形市荒楯町 1-17-40 ℡023-633-3313） 

問い合わせ ：山形大学総務部総務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００４ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

２．新庄信用金庫との連携協力協定の締結について 

（概要）新庄信用金庫と山形大学工学部並びに山形大学地域共同研究センターの三者間にお 

いて、「産学金連携」による新庄・最上地域の活性化を目指し、連携協力に関する協 

定を締結いたします。 

新庄信用金庫が持つ「つなぐ力」を活かし、地域の持続的な発展を目指します。 

締結式日時：平成２１年４月２８日（火）１３：３０～１４：００ 

会 場：ベルフォール新庄 玉姫殿 

問い合わせ ：山形大学総務部総務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００４ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

３．工学部「荒川サテライト」の開設について 

（概要）工学部では、平成２１年４月１日をもって「山形大学工学部荒川サテライト」を開 

設しました。 

問い合わせ ：山形大学工学部広報担当 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３４０２ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



４．希少野生動物の剥製標本について 

（概要）仙台市の斎藤報恩会自然史博物館から、貴重な剥製等の標本が山形大学に無償譲渡 

されました。「自然と人間の共生」を基本理念とし、「最上川学プロジェクト」が発 

足した本学で、教養教育や専門教育に有効に利用することが期待されます。 

１．今では入手が困難と思われる野生動物、絶滅危惧種の剥製・骨格標本等１００点 

近い標本群です。 

２．近日、まずは本学インフォメーションセンターや理学部で簡易展示して、学生・ 

教職員のみならず地域の方々にも是非観ていただきたいと考えています。 

問い合わせ ：山形大学附属博物館事務室 高橋 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４９３０ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

５．サイエンス・カフェ in やまがたの開催について 

（概要）山形県立博物館と山形大学理学部が共催して、サイエンス・カフェinやまがたを開 

催します。 

山形の自然や身のまわりの不思議に思っていることを、専門家と一緒に科学的な視点 

で見つめ直してみませんか。 

問い合わせ ：山形県立博物館 

（ＴＥＬ）０２３－６４５－１１１１ 

（ＦＡＸ）０２３－６４５－１１１２ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕





プ レ ス 通 知 資 料 

平成21年4月21日 
山 形 大 学 

新庄信用金庫と連携協力協定を締結 

新庄信用金庫と山形大学工学部並びに山形大学地域共同研究センターの三者間 

において、「産学金連携」による新庄・最上地域の活性化を目指し、連携協力に関 

する協定を締結いたします。 

新庄信用金庫が持つ「つなぐ力」を活かし、地域の持続的な発展を目指します。 

１ 連 携 協 力 協 定 締 結 式 等 の 日 程 につ い て 

日 時 ： 平 成 ２ １ 年 ４ 月 ２ ８ 日 （ 火 ） 

１ ３ 時 ３ ０ 分 ～ １ ４ 時 ０ ０ 分 

場 所 ： ベ ル フ ォ ー ル 新 庄 玉 姫 殿 

※ 協 定 締 結 式 終 了 後 、 地 域 力 連 携 セ ミ ナ ー （ 別 紙 参 照 ） を 予 定 し て お り ま す 。 

２ 今 後 の 主 な 活 動 に つ い て 

① 各種セミナーの企画・運営、ビジネスマッチング、相談会等開催 

② 産 学 金 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 に よ る 地 域 企 業 の 相 談 や ニ ー ズ の 仲 介 

③ 信 用 金 庫 の ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た 支 援 

３ 最 上 地 域 初 の 連 携 協 定 

村 山 、 置 賜 、 庄 内 地 区 に 続 き 、 最 上 地 区 と の 連 携 に よ り 、 県 内 全 域 で の 協 力 

体 制 が 構 築 さ れ ま す 。 

（お問い合わせ） 

山形大学地域共同研究センター 今野 中山 

電 話 ： ０ ２ ３ ８ （ ２ ６ ） ３６ ０ ０







荒川サテライト開設について 

本学部では、昨年１０月、東京都荒川区と、区内企業との共同研究や技術支援の推進 

と、区内の産業及び地域活性化のための人材育成等を目的に、連携協力に係る協定を締 

結いたしました。 

この度、 本協定締結にあたり、 荒川区から準備していただいた 「セントラル荒川４階」 

と「西日暮里スタートアップオフィス（ＮＳＯ） 」に、平成２１年４月１日をもって「山 

形大学工学部荒川サテライト」を開設いたしました。荒川サテライトには、今後職員を 

常駐し、これらの施設を拠点に、様々な連携を通じて山形大学の認知を首都圏で高めて 

いきたいと考えています。 

また、来年度から、本サテライトでの「ものづくり技術経営学（ＭＯＴ）専攻」の授 

業の一部開講を予定しています。それに先立ち、公開講座やプレスクールの立ち上げを 

目指しており、今年１０月には纏まった講座を開講したいと考えています。 

この荒川区との連携は、単に山形大学工学部の荒川区での展開だけが目的ではなく、 

東京の都心でものづくり企業が多く、かつ土地の狭小に嘆いている荒川区と、土地が潤 

沢で企業間取引の多い山形県内の企業との間のブリッジ役を本学が担い、 農産物の消費 

者の多い東京と山形県内の食や農産物を繋げる役目を果たしたいと考えています。 将来 

的には、産業振興の拠点として、地域の大学ならではの展開を見据えています。 

※「荒川サテライト」の場所や交通案内等の詳細は別添の資料をご参照ください。











斎藤報恩会自然史博物館よりの希少野生動物の剥製標本について 

昨年度３月末に、「閉館する財団法人斎藤報恩会自然史博物館で展示されていた野生動 

物剥製標本を山形大学で引き取ってもらえないか。」 との連絡が、 同財団理事で山形大学 

教育学部伊藤健雄名誉教授（元山形大学附属博物館長・動物生態学）から山形大学附属 

博物館と玉手英利理学部教授（生態遺伝学）にありました。そこで、附属博物館長丸山 

俊明理学部教授と、同館学芸研究員半澤直人理学部教授、玉手教授の間で協議して急遽 

引き取ることを決定し、 理工学研究科生物学専攻の大学院生を動員して、 全部で94点近 

くの哺乳類、鳥類剥製標本を梱包し、引き取ってきました。 

斎藤報恩会自然史博物館は戦前から仙台市内にあった由緒ある博物館でしたが、時代 

の流れに逆らうことはできず、現在の場所では閉館し、移転する運びとなりました。同 

館で展示・収蔵されていた生物標本や研究資料には、 戦前から国内・海外で集められた、 

今では入手不可能な大変貴重なものが多く含まれていました。今回引き取った標本は、 

もし山形大学で引き取らなかったら、全て廃棄処分になるところでした。また、引き取 

った標本は県内の関係機関はおろか、国内でも数少ない貴重なものが含まれています。 

これらの中には、 山形県の動物に指定されているニホンカモシカとその全身骨格標本、 

東北楽天ゴールデンイーグルス球団のシンボルながら絶滅のおそれが高い天然記念物イ 

ヌワシ、山形県の里山でも個体数が激減しているムササビ、ホンシュウモモンガ、キツ 

ネ、アナグマ、近年里に下りてきて様々な問題を起こしているツキノワグマ、ニホンジ 

カ、イノシシなどの在来種の他、卵を産みふ化した子に乳を与えて育てるオーストラリ 

ア産哺乳類カモノハシ、ハリモグラなどの絶滅危惧種も含まれています。 

これらの標本は、「自然と人間の共生」を基本理念とし、昨年度末より「最上川学プロ 

ジェクト」が発足した山形大学では、東北地方や山形県最上川流域の里山環境と野生動 

物の保全を考える教養教育や専門教育に有効に利用できます。また、現在では剥製標本 

からDNAを抽出して過去に生きていた動物の遺伝子を詳しく調べることが可能なので、 

貴重な資料として研究に用いることもできます。 

以上より、これらの希少野生動物の剥製標本は、山形大学附属博物館と理学部の協力 

のもと、しばらくインフォメーションセンターや理学部などで簡易展示して、学生や教 

職員に見てもらうとともに、地域の人たちにも是非見ていただきたいと考え、報道機関 

各位のご協力をお願いする次第です。






